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４
月
１
日
、
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
が
開
所
を

迎
え
、
須
田
市
長
が
「
地
元
密

着
で
レ
ベ
ル
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

が
市
民
に
提
供
さ
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
利
便
性
の
向
上
や
経
営
の
効

率
化
を
目
指
し
、
民
間
事
業
者

に
委
託
し
て
設
置
す
る
も
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
行
う
手

続
き
や
料
金
の
納
付
方
法
、
お

問
い
合
わ
せ
の
電
話
番
号
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
で

　
ど
こ
で
も
安
全
で
お
い
し
い

伊
達
の
水
が
飲
め
る
よ
う
、
伊

達
市
独
自
の
冷
水
サ
ー
バ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
熱
中
症
対

策
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。
マ
イ
ボ
ト

ル
持
参
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

庁
舎
を
有
効
活
用

梁
川
に「
地
域
の
窓
口
」オ
ー
プ
ン

問   

総
務
課
行
政
経
営
係　
☎
５
７
５
―
１
１
１
１

旧
梁
川
分
庁
舎
の
１
階

に
、
東
邦
銀
行
と

J
A
ふ
く
し
ま
未
来
の
窓
口

が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
利
用
者
か
ら
は
「
用
事
が

一
度
で
済
ん
で
あ
り
が
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
被

害
が
深
刻
だ
っ
た
梁
川
地
域
の

復
興
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
今

後
も
柔
軟
に
旧
梁
川
分
庁
舎
の

利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

防
災
体
制
の
人
的
強
化
図
る

防
災
専
門
員
を
設
置

問   

消
防
防
災
課　
☎
５
７
５
―
１
１
９
７

自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

市
民
の
安
心・安
全
を
確
保
し
、

防
災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
消
防
防
災
課
に
防

災
専
門
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
防
災
専
門
員
に
任
命
さ
れ
た

星
智の
り
お雄

さ
ん
は
、
陸
上
自
衛
隊

シ
ス
テ
ム
通
信
団
で
副
隊
長
を

務
め
る
な
ど
、
災
害
現
場
に

精
通
し
、「
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
※
」
の
資
格
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
市
長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ

る
と
「
災
害
対
策
の
戦
力
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
防
災
専
門
員
は
災
害
時
に
は

対
策
本
部
へ
の
助
言
や
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
担
い

ま
す
。
平
時
は
自
主
防
災
組
織

の
育
成
や
地
区
の
防
災
計
画
作

成
の
支
援
、防
災
訓
練
の
企
画・

立
案
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
防
災
の
専
門
知
識
と
経
験
を

も
つ
外
部
の
人
材
を
、
自
治
体

な
ど
の
危
機
管
理
担
当
と
し
て

配
置
す
る
た
め
、
国
が
認
定
す

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
こ
と

防
災
体
制
を
強
化

▼
令
和
２
年
度
予
算
は
６
㌻

愛
称
は
「
と
ま
っ
ぺ
」
に
決
定

保
原
総
合
公
園
に
宿
泊
所
完
成

問   

生
涯
学
習
課　
☎
５
７
３
―
５
７
０
９

保
原
総
合
公
園
利
用
者
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
機
能
を

備
え
た
簡
易
宿
泊
所
が
完
成
し

ま
し
た
。
施
設
の
愛
称
は
応
募

総
数
５
８
２
件
の
中
か
ら
、
掛

田
小
学
校
５
年
の
菅
野
琥こ
た
ろ
う
太
郎

さ
ん
が
考
え
た
「
と
ま
っ
ぺ
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
小
学
５
年
生
の
通
学
合
宿
体

験
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

合
宿
、
企
業
の
研
修
な
ど
で
の

利
用
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
日

帰
り
で
利
用
で
き
る
施
設
も
あ

り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
時
期
は
未

定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利便性の向上に
水道お客様センター開所

問  水道お客様センター　☎573-5036

開所時間：平日８時30分～17時15分（木曜日は19時）
主な業務： 開栓などの各種届出、納付書発行、料金収納、

使用水量や漏水など水道全般のお問い合わせ

地
元
の
あ
た
り
ま
え
が「
魅
力
」

地
域
お
こ
し
支
援
員
が
活
動
を
報
告

問   

地
域
振
興
対
策
室　
☎
５
７
３
―
５
６
２
３

野
村
支
援
員
は
東
京
の

大
学
生
を
巻
き
込
ん

で
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
行

い
ま
し
た
。
種
ま
き
か
ら
収
穫

ま
で
学
生
が
毎
月
通
う
こ
と
で

地
域
と
の
絆
が
深
ま
っ
た
こ
と

に
触
れ
、
都
会
の
学
生
が
新
た

な
地
域
づ
く
り
の
一
員
に
な
り

得
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
浜
田
支
援
員
は
、
地
元
の
人

が
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
に
愛

着
を
持
つ
こ
と
を
最
優
先
と
考

え
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

大
石
地
区
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
捉
え
、
文
化
財
マ
ッ
プ
を
作

る
な
ど
、
地
元
の
人
が
気
づ
い

て
い
な
い
魅
力
の「
見
え
る
化
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

宿泊室は２段ベッドが４台

多目的室は日帰り利用も可能

　　　　　　　
　ばあちゃんが○○っぺとよく使う
から、泊まるを「とまっぺ」としま
した。まさか自分の考えた「とまっ
ぺ」に決まると思っていなかったの
でびっくりしました。たくさんの人
に泊まってもらい、うれいしい気持
ちで帰ってもらいたいです。

★VOICE

掛田小５年　菅野琥
こ た ろ う

太郎さん

左から野村明
あきよし

祥支援員（月舘町糠田）、浜田和彦支援員（霊山町大石）、小
林朗

あ き こ
子支援員（月舘町布川）。新任の小林支援員は着任のあいさつをした

　　とまっぺ
収容人数：定員 56 人
宿泊室数： 8 人× 6 室、4 人× 2 室
宿泊料金： （市内）大人2,200円、高校生以下1,100円

（市外）大人3,300円、高校生以下1,650円
施設紹介： 多目的ホール（食堂）、調理実習室、浴室、

談話室、クラブハウス ほか
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